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権力の多次元性：テオティワカンにおける
都市建設から考える
権力関係は多次元的であり、異なる物質文化の生産・流通・消費は必ずしも首尾
一貫した一つの次元あるいは支配・被支配関係を形成しているわけではない。
本発表では、マイケル・マンが提唱した国家の「インフラストラクチャー的権
力」という概念に注目し、異なる次元の権力関係をどのように考古学的
に検証できるのか、テオティワカンの都市建設における労働量と建築
材（漆喰と切石）の分析を通して考察する。インフラストラクチャー的
権力は強制的に行使される「専制的権力」と対比され、国家がその
インフラストラクチャーを通して深く市民社会に浸透することで社
会的諸活動を調整する力のことである。インフラストラクチャー
的権力の行使は国家と異なる社会集団との交渉の上に成り
立つものであり、一元的な支配・被支配関係という概念では
捉えきることのできない社会関係を理解するのに貢献する。
さらに、権力の不平等と社会の同一性という相矛盾する現
象がいかにして同時に成立しうるのか考察する材料を与え
てくれる。
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